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ら明 らかにすることを目的とした。さらに、消化管通過時間 を飼育実験から推定 し、現場
海域における椀脚類の日間摂餌量 を試算 し、呼吸による代謝消費量との比較を行った。
H方 法
試 料 動物 は 、迦 蛆 成 体 雌 、sudocalanus面nutus成 体 雌 、 魑
2⊥幽 コペ:ポダ イ トV期 、Caianuscristatusコ ペ ポ ダ イ トV期 の4種 で あ る.
Acartiaomoriiお よ び2.副nutusは 、 女 川 湾 、⊆.2!迎 匹h逃 お よ び⊆.Cfistatusは 、 べ
一 リン グ海 に お いて 採 集 した
。 消 化 管 内色 素 量 は 、 試 料 動 物 を擦 り潰U90%ア セ トン溶
液 内 で ク ロ ロ フ ィル お よ び フェ オ 色 素 を抽 出 し、蛍 光 法 で 分 析 した 。飼 育 実 験 に 用 い る個
体 は 、 実 験 開 始 まで 澁 過 海 水 内(空 腹 個体)、 ま た は 実 験 に用 い る海 水 と同 餌 料 濃 度 の 海
水 内(環 境 順応 個 体)で12時 間 飼 育 した 。 餌料 と してA.。morl1,P.剛nutusに は培 養 種
Thalassiosira魎 、 ム,omorii,⊆.曲,⊆.cristatusに は 現 場 海 水 内 の
粒 子 を希 釈 また は 濃 縮 して 用 いた 。 そ れ ぞ れ の 個 体 を餌 料 と とも に容 器 に入 れ 、 グ レー ジ
ン グホ イー ル で 挽 搾 しな が ら3時 聞 飼 育 し、実 験 前 後 の 餌 料 濃 度 の差 か ら摂 餌 速度 を求 め
た 。 実 験 纏 了後 、試 料 動 物 は 、 蛍 光 法 に よ る消 化 管 内 色 素 量 の 分析 、 あ るい は乾 燥 重 量 の
測 定 に供 した。 空 腹 個 体 の 一 部 を 用 い て 、 餌 料 を与 えて か らの 消 化 管 内 色 素 量 の変 化 を時
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系列的に追跡 した。また、採集 した個体の一部に高濃度のLdecipiensを 与え、澁過海水
内に移 してからの消化管内色素量の変化も追跡した。それぞれの個体の呼吸速度は、濾過
海水内で24時間飼育 し、実験前後の溶存酸素量をウィンクラー法で測定し濃度の差から求
めた。Acartiao旧 。riiにっいては、工 幽 を餌料とした海水内でも飼育実験を行い、
呼吸速度 を求めた。
III結 果および考察
1.現 懲海域 における消化管内色素量の日周 リズム
現場海域で観察された消化管内色素量は、4毬 類とも夜間に高 くなる傾向を示 した(
Fig.1)。 しかし、8月 のA.omorHを 除 く、5月 のA.o鵬rii、P.minutus、(L
鹸 、9cristatusで は、その リズムは、夜間に連続 して高い状態ではなく、消化











































































































































































































































































































































































































































































急速に増加 し3時 閥以内で最:大となったが、その後は徐々に減少 していった(Flg,3)。
一方、撰餌活動を休止させた個体の消化管内色素量は急激に減少 し、2-3時 間後 にはほと
んど見出されなくなった。このことは、空腹状態が擬餌活性を商め消化管を拡張する、い








管内色素量を同時に測定する方法との二通 りから推定 した(TabIe1)。 絶食状態下で測
定された消化管通過時間は、濾過海水内に移 してからの時間が経過するほど長 くなった。
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活性の上昇は、A.鯉 虹 ではそれぼど顕著ではなかったが、これは⊆.山 幽 や⊆.












審 査 結 果 の 要 旨
海産嶢脚類の摂食日周 リズムの問題は比較的近年に至るまで研究の行 き届かなかった分野であ
る。多 くの椀脚類が日周鉛直移動を行 うことは古 くから知られてお り,夜 間餌料植物の多い表層
に浮上 して摂食し,昼 間は餌料の乏 しい下層に移動するので摂食す ることができないと通常は考
えられてきたものである。 これは鉛直移動のリズムであるが摂食の リズムとは考えられない。
本研究論文は,鉛 直移動の リズムの外に摂食の リズムがあることを椀脚類について確認 したも
ので,こ の種の研究領域において明瞭な前進をもたらしたものと認められる。
著者の用いた方法は,試 料動物を海域定点において数時間毎に一昼夜以上にわたって各種φ深
度 より採取し,そ の消化管内容物のクロロフィル系色素を抽出定量 してその目周変動を追及する
ことを主要内容とするものである。別に室内培養実験を組み立て,胃 内容物の排出速度を求め,
摂食速度を胃内容物量から導出する方式が探求された。その結果,自 然状態下の椀脚類(二 沿岸
種,二 沖合種)が その夜間摂食において,微 妙なる摂食の停止又は抑制を行い,空 腹状態を自ら
創出し,そ の後再び活発な摂食を再開始するとい う動的な リズムを有す ることを見出した。審査
担当者はこの業績の学問的意義の高いことを認め,農 学博士の学位を授与するに値するものと判
定した。
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